
※本手引きが示す手法に限定せず、洪水浸水想定区域図作成手法等の準用についても検討が必要。

※本手引きに示す手法により簡易的な水害リスク情報を作成するに当たっては、必要に応じ、専門家等の助言を仰ぐことが重要。また、提供に当たっ
ては、精度の限界を踏まえ、「相対的な浸水しやすさ」を示しているに過ぎないことを明示しておくことが必要。

○利用可能データが限られている都道府県管理の中小河川沿いの河川氾濫に係る簡易的な水害リスク情報の
作成手法を示したもの。

○航空レーザ測量による三次元地形データ（LPデータ）を用いて一次元不等流計算等の簡易な水位計算により
概略浸水範囲を推定する手法と既存の地形分類図を活用して水害リスク特性を整理する手法の2手法を提示。

（１）簡易的な水害リスク情報（ＬＰデータ活用）

LPデータを活用した一次元不等流計算等による手法

LPデータをもとに任意の
河道横断面を設定

一定規模の流量について、
簡易的な水位計算を実施

必要に応じて、複数の洪水規模（比
較的発生頻度の高い洪水、過去に
発生した大規模洪水等）について、
相対的な浸水しやすさを図化

（２）簡易的な水害リスク情報（地形分類活用）

既存の地形分類図に基づく手法
（既存地形分類図の解説等に基づく地形分類ごとの
水害リスク特性の整理）
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図２ 地形分類図
（2万5千分1土地条件図）
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（出典）治水地形分類図解説書

中小河川における簡易的な水害リスク情報作成の手引き【概要】
（http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/pdf/chushou_kaninarisuku_tebiki.pdf）
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